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はじめに
 
 
中世末期のイタリアは多数の国家に分裂していた。南部にはシチリア王国とナポリ王国が、北部にはヴェネ
ツィア・フィレンツェ・ジェノヴァ・ミラノなどの都市国家が、それぞれ存在し、中部にローマ教皇領があった。一四九四年にフランスがイタリアに侵入すると、神聖ローマ皇帝がこれに対抗 て、イタリア戦争が勃発した。この戦争はイタリアの小国家やローマ教皇をまきこんで、一五五九年までつづいた。
 
一四世紀から一六世紀の西ヨーロッパでは、人間性の自由・解放を希求する文化運動（ルネサンス）があら
われた。中世盛期の文化はカトリック教会の権威に拘束されていたけれども、ルネサンスは現世におけるたのしみや理性・感情の活動を重視した。その支柱となったのがヒューマニズムである。それはギリシア・ローマの古典文化の研究をとおして人間ら いいきかたを追求するものであった。ニッコロ
=
マキァヴェッリは『君
主論』のなかで政治を宗教・道徳と峻別する近代的な政治観をしめした。
 
近世のヨーロッパでは、カトリック教会の普遍的権威が動揺し、戦争がくりかえされ 各国は常備軍と、
軍事費を調達するための徴税機構を中心とする官僚制を整備した。また、自国の支配領域を明確な国境でかこい、国内秩序を維持強化して、対外的には主権者と ての君主のみが国家を代表する主権国家 形成した。この時期に、フランスやイギリスでは絶対王政が成立した。三十年戦争が終結し 一六四八年にヨーロッパ各はウェストファリア条約を締結し、主権国家体制とよばれる国際秩序が確立した。
 
マキァヴェッリは一四六九年、フィレンツェにうまれた。一四九四年にイタリア戦争が勃発すると、フィレ
ンツェを支配していたメディチ家は追放される。一四九五年、修道士ジローラモ
=
サヴォナローラが同国で厳
格な神権政治を開始した。かれは腐敗したカトリック教会 たたかい、ローマ教皇 よって一四九八年に火刑
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に処された。同年、マキァヴェッリはフィレンツェ政府の第二書記局長に選任された。第一書記局は外交・書簡を、第二書記局は内政・軍事を、それぞれ担当していたけれども、その職分は交錯し、マキァヴェッリは外交にもたず わった。一五一二年、メディチ家がフィレンツェに復帰したあと、マキァヴェッリは失職し投獄され、郊外に追放され 三 に『君主論』を執筆 、
メディチ家に献呈しようとした――実際に献
呈することができ かどうかは不明である――。
一五二七年に死去した。
本稿は主として『君主論』に依拠し
て、マキァヴェッリの国家論の特質を究明す ものである。
 
  一
 
君主国の種類と征服手段
 
 
国家には共和国と君主国がある。君主国には、統治者の血筋をひく一族が君位をうけついだ世襲君主国と、
あらたにできた君主国がある。あらたに た君主国に 、全面的にあたらしい国家と、新君主がもとの世襲の自国にあらたに手足をつけたしたような併合し 国家がある。あたらしい国家を獲得するには、他者の武力によるときと自己の武力によるときがある。
また「運（
fortuna ）」によるばあいと「力量（
virtú ）」による
ばあいがある。
 
  二
 
世襲の君主国
 
 
君主の血統になじんできた世襲国家のほうが、 あらたにうまれ
た国家よりも保持しやすい。 前者においては、
父祖からうけついだ慣習をおろそかにしなければよいだけだからである。
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 三
 
混成型の君主国
 
 
全面的にあたらしいのではなくて、手足の部分だけがあたらしい、新旧の領土をあわせて混成型とでも呼称
しうる国家は、世襲の君主国よりもおおくの難題をかかえる。民衆が以前よりよくなると信じて、すすんで為政者をかえたがり 武器を手にして為政者にたちむかってくるからである。また、あらたに君主におさまろうとするひとは征服時の加害行為等 よって住民の心を傷つける らである。
 
  四
 
アレクサンドロス大王が征服したダレイオス三世のペルシア帝国において、
 
大王の死後も後継者への謀反がおきなかった理由
 
 
君主国には二種類の統治様式が存在する。第一は一人の君主がいて、そのほかはすべてかれの公僕からなる
ものである。第二は、一人の君主と封建諸侯からなるも である。後者は前者 ひきた とは無関係で、それぞれ昔からの血縁によってその地位を保持し、各自 領地と家臣団をもち、家臣はかれを領主 あおい 自然な愛情をよせてい の統治様式では、こ し 封建諸侯によって 家をうばわれる可能性がたかいけれども、ダレイオス三世のペルシア帝国は第一の統治様式を採用していた。
 
マキァヴェッリがここで問題としているのは、混成型の君主国のうち、あらたな領土が君主国であるばあい
である。あらたな領土が共和政 都市か国家であるばあいについては、つぎのとおり論述している。
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五征服以前に自分たちの法律によってくらしてきた都市か国家をおさめる方法
征服以前に自分たちの法律によって自由にくらすことになじんできたところを保持する方策は三つある。第
一は、そこを滅亡させることである。第二は、君主自身がそこに移住することである。第三は、そこでもとどおりの法律によってくらすことをゆるし、貢納をもとめ、密接な友好をたもつ寡頭政の政権をつくらせることである。六自己の
武力や力量によって手にいれた新君主国
君主も領土もすべてがあたらしい国家は、力量によって君主になったひとが征服するのは困難だけれども、
維持するのは容易である。征服するときにあたらしい制度をもちこむことがむずかしいためである。
「武装した預言者はみな勝利をおさめ、そなえのない預言者はほろびる。」その好例 サヴォナローラ
であった。七他者の武力や運によって手にいれた新君主国
一私人の身から、ただ運にめぐまれただけで君主になったひとびとは、労せずして君位をえても、国家の維
持にあたっては、おおいなる苦難にみまわれる。金銭あるいは他者の好意で国家をゆずられ ひとびとも同様である。フランチェスコ
=
スフォルツァは力量によって君主になった実例であり、一私人からミラノ公になった。
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ヴァレンティーノ公チェーザレ
=
ボルジアは運によって君主になった実例であり、教皇アレクサンデル六世を
父にもつという運にめぐまれて国家を獲得し、運にみはなされて、すなわちアレクサンデル六世の急死によって国家をうしなった。八悪辣な行為によって君主の地位をつかんだひとびと
運や力量にたよらずに一私人から君主になる方法は二つある。ある種の悪辣非道な手段で君位にのぼるもの
と、一市民が仲間の市民のあとお で祖国の君 につくものである。前者において留意すべきは、ある国家をうばいとるとき、征服者が当然すべき加害行為を決然と一気呵成におこない、日々それをむしかえさ いことである。むしかえさないことで人心をやすらかにし、恩義 ほどこして民心をつかまなく はならない。九市民型の君主国
市民型の君主国とは、一市民が極悪非道などのゆるしがたい暴力で君主になるのではなくて、ほかの市民
のあとおしによって祖国の君位につくものである。そのさいに貴族の支援 うけて君主の地位についたものよりも、民衆の支持をえて になったもの ほうが君位を維持しやすい。前者の君主は自分と対等だとおもいこむ仲間にとりかこまれるため、気ままに命令したり操縦したりすることができないのにたい 、後者の君主は自由であり、周囲に不服従 ものはな 、いてもごく少数だからである
。
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一〇君主国の戦力をおしはかる方法
君主国には、 君主が有事のときに独力でまもることのできるものと、 第三者の支援が必要になるものがある。
前者は豊富な人的資源や財 によって適切な軍隊をそなえ、いかなる侵略者にたいしても野戦をのぞむことができるものである。 後者は野にでて敵と対峙することができず、城塞にひきこもって敵勢をむかえうつものである。一一教会君主国
教会君主国すなわちローマ教皇領は、手に入れるのが困難だけれども維持する は容易である。宗教に根ざ
すふるい伝統的な制度にささえられている強固な体制であって、君主がどうであれ、政権の維持はゆるがないからであ 。一二傭兵軍
国家の重要な土台となるのは、よい法律とすぐれた武力である。後者があってはじめて、前者がありうる。君主が国をまもる戦力には自国軍・傭兵軍・外国支援軍・混成軍がある。傭兵軍は無益で危険であ 。傭兵が戦
場にとどまるのは、わずかな給料のためだけであり、戦争をしないうちは兵士でありたがるけれども、戦争になるとにげるか、 きえさるからである。 イタリアの没落の原因は、 長年にわたって傭兵軍に期待してきた に った。
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一三外国支援軍・混成軍・自国軍
外国支援軍も無益である。これはほかの有力君主に軍隊の支援や防衛をもとめるものである。外国支援軍が
敗北すれば、それをまねいたものは破滅し、前者が勝利すれば、後者はそれに従属させられる。
傭兵と自国兵からなる混成軍は、外国支援軍・傭兵軍にまさるけれども自国軍よりもおとる。自国軍とは、
家臣・市民あるいは自分の庇護するひとびとが組織する 事力をさす。一四軍備にかんする君主の責務
君主は、戦争と軍事上の制度・訓練のみを目的・関心事・職務としなければならない。武力のある のが武力を
もたないものにすすんで服従したり、後者が前者にかこまれて安閑としていられたり ることは、ありえなかった。一五君主の毀誉褒貶
君主は悪徳を行使しないと政権を維持することができないばあい、悪評をかまわずうけるのがよい。美徳と
みえても、それをすると身の破滅に通じることがあり、悪徳 ようにみえても、そ をおこなうことによって自身の安全と繁栄をもたらすばあ があるからである。
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一六鷹揚さと吝嗇
英邁な君主は、吝嗇であるという評判をすこしも気にかけてはならない。君主の節約心によって歳入が十分
にたりて外敵から自分をまもることができ、民衆に負担をかけずに戦争を遂行しうる人物だとしられれば、やがて鷹揚だという評判をえるためである。一七冷酷さとあわれみぶ さ／おそれられ ことと愛されること
君主は自分の領民を結束させ忠誠をちかわせるために、冷酷であるという悪評をなんら気にかけるべき
でない。あまりにあわれみぶかく 混乱をまねき、やがて殺戮や略奪をほしいままにする君主にくらべれば、冷酷な君主は、たま みせしめの残酷さをしめすだけで、ずっとあわれみぶかい人物になるからである。
君主は愛されるよりも、おそれられるほうが安全であ 。人間はおそれているひとよりも、愛情を てくれ
るひとを容赦なく傷つける。人間はよこしまなので、自分の利害次第で「恩義の絆でむすばれた愛情」を簡単にたちき けれども、おそれているひとにたいしては「処刑の恐怖」をいだくので、 はなすことが いからである。一八君主はどのように信義をまもるべきか
戦闘に勝利するには「法律」と「力」が必要である。前者は「人間」に、後者は「野獣」に、それぞれ固有
（
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のものである。君主は両者をたくみにつかいわけることが肝心である。後者については、とくに「狐」と「ライオン」にまなぶようにしなければならない。策略の罠におちいらないためには、狐でなければならず、狼から身をまもる は、ライオンで らであ 。
名君は信義をまもるのが自分に不利をまねくとき、あるいは約束したときの動機がすでになくなったとき、
信義をまもることはできないし、そうするべきでもない。人間は邪悪で、約束を忠実にまもるものでないから、自分も他者にそうする必要は 。一九君主が軽蔑・憎悪され のを回避する方法
君主は臣下の財産や女性に目をつけ略奪して、うらまれること 自戒しなければならない。ま 、気がかわ
りやすく軽薄・柔弱・臆病であって決断力がないとみられて、軽蔑さ ることを警戒しなくてはならない。二〇城塞は有益か有害か
君主は国家をより安泰にしようとして城塞をきずくことがあった。これは反乱をくわだてるものの急襲にそ
なえて安全な避難所を確保 るためであった。しかし、城塞がなければ国家をうばわれる心配が いと判断して、それを破壊した例もある。したがって、国外の勢力より 自国の領民をおそれ 君主は築城すべきである。後者よりも前者をおそれる君主はそれを断念すべきである。
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 二一
 
君主が衆望をあつめる方法
 
 
君主が衆望をあつめるには、戦争をおこなって、みずからがたぐいまれな手本をしめすことが必要である
。
 
  二二
 
君主が側近にえらぶ秘書官
 
 
君主よりも自分のことをかんがえる人物は、よい秘書官でない。国家を託された人物はつねに君主の身をお
もうのでなければならない。
 
  二三
 
追従者をさける方法
 
 
君主は国内から幾人かの賢人をえらびだして、 れらにだけ自由に真実をはなすことをゆるし、率直にはな
せばはなすほど歓迎されることをくみとってもらえるように対応しなければならない。そうしなければ、追従者のために没落することとなろう。
 
  二四
 
イタリアの君主が領土を
うしなった理由
 
 
イタリアの君主が領土をうしなった理由は「軍事面での弱点」すなわち傭兵軍に期待してきたことにあった
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二五運命は人間の行動にどれほどの力をもつか／運命にたいしてどのように
抵抗したらよいか
「運命」が人間活動の半分をおもいのままに裁定しえたとしても、あとの半分か半分ちかくは人間の「自由
意志」が支配しうる。運命に全面的に依存する君主は、運命が変化すれば滅亡する。けれども、自分の行動を時勢にあわせて変更したひと 成功する。二六イタリアを手中におさめて外敵から解放することの奨励
イタリアはどん底にあり、指導者も秩序もなく、うちのめされ、 るはだかにされ、ひきさかれ、ふみにじ
られ、ありとあらゆる荒廃 たえている。マキァヴェッリはこうした野蛮な外敵 残酷さと横暴からイタリアを救出するもの して、メディチ家に期待した。おわりに
マキァヴェッリの認識によれば、すべての人間はよこしまな のであった。そこには、アリストテレスのよ
うに人間を「ポリス的動物」とみなす観念が欠如している。しか 『ディスコルシ』には古代ローマ 共和政
（
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にたいする好意的な記述がみられる。マキァヴェッリはその国家を広大な領土へひろげていくローマを、狭小な国土にその版図をおさえておくスパルタ・ヴェネツィアよりもたかく評価した。人間のことがらはすべて流転してやまな ものであり、のぼり坂にあ か、くだり坂にあるか どちらかしかありえない。後者は「必要（
necessità ）」にせまられて拡大しなければならなくなると、国家の基礎がゆらいで崩壊するであろう。また、
共和国では君主国とちがって、恣意的でない基準にしたがって名誉と報償をえる「自由 生活」が可能になる。共和政をしく国家の目的は領土の拡大と自由の維持にある。共和国の目的を 拡大に設定したマキァヴェッリの政治理論は、軍事力を重視 ものであった。現代では、かれの政治思想 共和主義あるいはシヴィック=
ヒューマニズムの文脈に位置づける研究がみられるけれども、君主にたいして「狐」と「ライオン」にまな
ぶことをすすめるマキァヴェッリとはことなる人間観を有する「倫理的な」シ ィ ク
=
ヒューマニズムがジ
ャン
=
ジャック
=
ルソーのなかにみいだされることや「帝国」へとむかうような軍事的拡張主義にたいする批判
的視角をもたなければならないことを看過してはならないであろう。
マキァヴェッリの国家は、被治者をふくまない権力機構としての国家であって、それをふくむ人的団体とし
ての国家とはことなっていた。ジャン
=
ボダンやゲオルク
=
ヴィルヘルム
=
フリードリヒ
=
ヘーゲルの国家論は
前者の系譜に、トマス
=
ホッブズ、ジョン
=
ロック、ルソーの国家論は後者の系譜に、それぞれ属する。
フランスでは一五六二年から旧教徒と新教徒（ユグノー）が対立するユグノー戦争がつづいていた。アンリ
四世（在位一五八九‐一六一〇年）は王位につくと新教から旧教 改宗し、一五九八年にナントの王令でユグノーに大幅な信教の自由をあたえてユグノー戦争を終結させ、国家 して まとま を維持し、絶対王政を確立する。こうした状況 なかでボダ は『国家論』（一五七六年）におい 「主権」論を展開する。主権とは「国家の絶対的に て永続的 権力」である。それが具体的に意味する は立法権であり、宣戦布告・講和締
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結権、終審裁判権、最上級官職保有者任免権、課税権、恩赦権、貨幣鋳造権、忠誠誓約要求権は立法権に包含される。臣民全員か一部の個人に法を付与しうる君主が、自分よりも高位か対等のものから法をうけとるならば、もはや主権者ではありえなかった。ボダンは主 者と臣民の完全な分離を前提としつつ、法を主 者からの一方的命令として把握している。ボダンがのぞま いとみなした主権者は君主であった。国家の最大の要諦すなわち主権という権力は厳密に うと、君主政においてのみ存続 うる。一国において主権者は一人でしかありえ いからである。
ボダンの主権論はのちに王権神授説というかたちで流布することとなる。現代でもさまざまな内憂外患がた
えないけれども、 権力機構としての国家ではなくて 人的団体とし 国家 て対応していく必要があろう。
＊本稿は、本学通信教育部の二〇一七年度夏期面接授業科目「人間論」で配布した資料の一部に加筆して作成したもの
である。講義の機会をあたえてくださっ
た先生がたと、講義しやすい環境をととのえてくださった職員のかたがたと、
熱心な受講態度によって刺激をあたえてくれた学生諸君に感謝もうしあげる次第である。
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